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は

じ
め
に

　
稿
者
は
飛
鳥
井
雅
経
の
家
集
『
明
日
香
井
集
』
を
読
み
進
め
る
作
業
を
行
っ

て

い

る
。
雅
経
は
嘉
応
二
年
（
＝
七
〇
）
に
生
ま
れ
、
承
久
三
年
（
一
二
二

一
）
三

月
＝
日
に
五
二
歳
で
没
し
た
。
父
頼
経
が
源
義
経
に
同
心
し
た
罪
科

に
よ
り
文
治
五
年
（
＝
八
九
）
に
伊
豆
に
配
流
さ
れ
た
後
、
時
期
は
不
明
で

あ
る
が
鎌
倉
へ
下
向
し
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
二
月
に
後
鳥
羽
院
の
命
に

よ
り
帰
京
し
た
。
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
加
え
ら
れ
活

躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

『明
日
香
井
集
』
の
構
…
成
を
略
記
す
る
と
、
上
巻
に
は
定
数
歌
を
、
百
首
歌
・

五

十
首
歌
・
そ
の
他
の
定
数
歌
の
順
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
詠
作
順
に

収
め

て

い

る
。
下
巻
に
は
前
半
に
小
規
模
な
歌
会
・
歌
合
歌
を
詠
作
順
に
配

し
、
後
半
に
、
四
季
・
恋
・
雑
か
ら
成
る
部
類
歌
を
収
め
て
い
る
。
既
に
下
巻

前
半
部
分
ま
で
は
読
み
終
え
た
の
で
、
本
稿
で
は
下
巻
後
半
部
分
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
構
成
・
詠
作
時
期
の
判
明
す
る
歌
・
贈
答
歌
な
ど
に
つ
い
て
整
理
を

行
い
た
い
。
和
歌
の
内
容
お
よ
び
表
現
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
。

　
下

巻
後
半
部
分
は
、
歌
番
号
＝
一
九
九
か
ら
一
六
七
二
ま
で
の
三
七
四
首

で
、
四
季
・
恋
・
雑
に
部
類
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
明
日
香
井

集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
雅
経
歌
で
本
稿
以
前
の
拙
稿
で
扱
っ
て
い
な
い
も

の

が
、
『
源
家
長
日
記
』
に
三
首
、
『
革
勾
要
略
集
』
裏
書
に
一
首
存
し
、
『
源

家
長
日
記
』
の
三
首
中
二
首
は
贈
答
歌
な
の
で
、
相
手
の
歌
二
首
も
含
め
た
計

六
首
も
加
え
て
検
討
す
る
。
こ
の
三
八
〇
首
中
、
贈
答
歌
の
他
人
詠
は
二
五
首

で
、
こ
れ
を
除
い
た
雅
経
歌
三
五
五
首
の
う
ち
、
題
詠
歌
は
二
二
一
首
、
非
題

詠
歌

は
一
三
四
首
で
あ
る
。
下
巻
前
半
部
分
に
見
え
る
歌
会
・
歌
合
で
主
催
者

の

判
明
す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
後
鳥
羽
院
ま
た
は
順
徳
天
皇
主
催
で
、
そ

の

ほ
か
源
通
親
・
源
通
光
・
九
条
道
家
ら
主
催
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

れ

に
対
し
て
、
下
巻
後
半
部
分
の
題
詠
歌
は
、
彼
ら
よ
り
も
身
分
的
に
劣
る
人

物
が
催
し
た
私
的
な
場
で
の
作
な
の
で
あ
ろ
う
。
恋
の
歌
は
す
べ
て
題
詠
歌
で

あ
る
。
題
詠
歌
の
う
ち
、
「
春
の
歌
の
中
に
」
な
ど
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
詞
書

の

歌

は
四
〇
首
存
す
る
（
注
一
）
。
ま
た
、
非
題
詠
歌
の
中
に
も
、
旅
の
歌
に

「あ
づ
ま
の
み
ち
に
て
よ
み
け
る
歌
の
な
か
に
」
（
一
五
四
六
～
一
五
五
三
）
、

「
こ
れ
も
お
な
じ
あ
づ
ま
の
道
に
て
よ
み
侍
り
け
る
歌
の
中
に
」
（
一
五
五
五
～

一
五
六

八
）
と
い
う
二
組
の
歌
群
の
計
二
二
首
が
存
す
る
。

　
雅
経
歌
三

五
五

首
の
う
ち
、
勅
撰
集
入
集
歌
は
＝
首
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
二
三
一
四
（
『
新
古
今
集
』
一
四
五
六
）
・
一
四
四
四
（
『
続
千
載
集
』
一
四

五
三
）
・
一
四
六
九
（
『
続
古
今
集
』
一
一
八
七
）
・
一
五
四
〇
（
『
続
古
今
集
』

八
六
六
）
・
一
六
二
六
（
『
続
拾
遺
集
』
七
五
七
）
・
一
六
三
六
（
『
新
後
撰
集
』

七

二
七
）
・
一
六
四
七
（
『
続
拾
遺
集
』
一
三
七
〇
）
・
一
六
五
八
（
『
新
後
撰
集
』

六

八
九
）
・
一
六
六
〇
（
『
続
後
撰
集
』
五
九
九
）
・
一
六
六
五
（
『
新
勅
撰
集
』

五
六
四
）
・
一
六
七
二
（
『
続
古
今
集
』
一
八
七
七
）
で
あ
る
。

一
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ま
た
、
『
明
日
香
井
集
』
に
は
重
出
歌
が
多
く
、
本
稿
で
扱
う
範
囲
に
も
一
七

首
存
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
た
い
。

『明
日
香
井
集
』
下
巻
後
半
部
分
の
構
成

　

『
明
日
香
井
集
』
下
巻
後
半
部
分
の
三
七
四
首
の
内
訳
は
、
春
二
八
首
二

二
九
九
～
＝
二
二
六
）
・
夏
六
首
（
一
三
二
七
～
二
二
三
二
）
・
秋
五
八
首
二

三
三

三

～
二
二
九
〇
）
・
冬
三
八
首
（
一
三
九
一
～
一
四
二
八
）
・
恋
五
一
首

（
一
四
二
九
～
一
四
七
九
）
・
雑
一
八
五
首
（
一
四
八
〇
～
一
六
六
四
）
で
、
こ

こ
ま
で
は
整
然
と
し
た
構
成
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
増
補
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ

る
八
首
が
存
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
雑
の
部
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
小
部
立
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
旅

九
〇
首
（
一
四
八
〇
～
一
五
⊥
ハ
九
）
・
述
懐
二
三
首
（
一
五
七
〇
～
一
五
九
二
）
・

哀
傷
三
三
首
（
一
五
九
三
～
一
六
二
五
）
・
祝
一
四
首
（
一
六
二
六
～
一
六
三

九
）
・
神
祇
七
首
（
一
六
四
〇
～
一
六
四
六
）
・
釈
教
一
五
首
（
一
六
四
七
～
一

六
六
一
）
・
隠
題
二
首
（
一
六
六
二
・
一
六
六
三
）
・
折
句
一
首
（
一
六
六
四
）

で
、
旅
の
歌
が
雑
の
部
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
全
部
立
中
で

最
多
で
あ
る
。
ま
た
、
旅
の
歌
の
う
ち
の
過
半
数
を
占
め
る
一
四
八
五
～
一
五

三
七
の

五
三
首
は
、
順
徳
天
皇
の
命
で
東
国
へ
下
っ
た
際
の
歌
で
、
以
前
稿
者

は
こ
れ
を
「
東
国
下
向
歌
群
」
と
仮
に
名
づ
け
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
注

二
）
。
こ
の
歌
群
は
、
以
下
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
一

四
八
五
～
一
四
九
〇
は
出
発
前
の
歌
、
一
四
九
一
～
一
五
三
五
は
旅
の
途
次
の

作
が
都
か

ら
鎌
倉
へ
の
道
順
に
沿
っ
て
配
さ
れ
て
い
る
。
一
五
三
六
の
詞
書
は

「
関
東
へ
く
だ
り
つ
き
て
、
仙
洞
へ
奏
せ
さ
せ
侍
り
け
る
」
、
そ
し
て
一
五
三

七
の

順
徳
天
皇
の
返
歌
で

こ
の
歌
群
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
明
日
香
井
集
』
に

は
こ
の
旅
が
い
つ
の
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
記
述
は
な
い
が
、
末
尾
の
贈
答
は

順
徳
天
皇
の
家
集
『
紫
禁
集
』
に
も
見
え
（
歌
番
号
六
＝
二
・
六
一
四
）
、
そ
れ

に
よ
り
建
保
三
年
（
＝
二
五
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
順
徳
天
皇
の
在

位
期
間
は
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
一
一
月
か
ら
承
久
三
年
四
月
ま
で
な
の
で
、

『
明
日
香
井
集
』
の
詞
書
に
は
「
仙
洞
」
と
退
位
後
で
あ
る
よ
う
に
記
さ
れ
て

い

る
が
在
位
中
で
あ
る
。

　
各
部
立
内
の
配
列
は
、
四
季
の
部
は
概
ね
季
節
の
推
移
に
従
い
、
ま
た
、
歌

語
の

共
通
性
な
ど
に
も
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
ま
れ
に
逆
行
し
た
り
、
配
列

基
準
が
不
明
の
場
合
も
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
整
然
と
し
た
構
成
で
あ
る
。
春

の

部
を
例
に
と
る
と
、
立
春
の
歌
三
首
で
始
ま
り
、
余
寒
の
歌
一
首
が
続
く
。

次
の
二
首
は
「
海
霞
」
題
で
あ
る
が
、
余
寒
の
歌
に
も
霞
は
詠
み
こ
ま
れ
て
い

る
。
次
の
「
春
の
歌
の
中
に
」
の
詞
書
で
収
め
ら
れ
て
い
る
三
首
は
、
そ
れ
ぞ

れ

「淡
雪
」
「
梅
」
「
松
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
次
の
「
河
辺
柳
」
を
含
め
、
木

を
詠
ん
だ
歌
三
首
が
続
く
。
帰
雁
の
歌
二
首
を
挟
ん
だ
後
、
一
四
首
か
ら
成
る

桜
の
歌
群
へ
続
く
。
桜
歌
群
の
末
尾
に
は
、
散
る
桜
の
歌
二
首
、
八
重
桜
の
歌

二
首
、
風
で
倒
れ
た
桜
の
歌
一
首
が
置
か
れ
て
い
る
。
次
が
「
桃
花
浮
水
上
」
、

末
尾
が
「
海
辺
暮
春
」
と
い
う
題
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。

　
恋
の

部
の
歌
は
、
前
述
の
通
り
す
べ
て
題
詠
で
あ
る
。
忍
恋
の
歌
二
首
で
始

ま
る
が
、
そ
の
後
は
、
「
夏
恋
」
「
旅
恋
」
な
ど
外
的
条
件
が
設
定
さ
れ
た
題
の

グ
ル
ー
プ
、
「
寄
月
恋
」
「
寄
源
氏
恋
」
な
ど
物
に
寄
せ
る
恋
題
の
グ
ル
ー
プ
、

「思
高
人
恋
」
「
契
経
年
恋
」
な
ど
恋
の
状
況
を
設
定
し
た
題
の
グ
ル
ー
プ
の
順

に
配
さ
れ
て
い
る
。

　
雑
の
部
の
配
列
方
法
は
小
部
立
に
よ
っ
て
異
な
る
。
い
く
つ
か
取
り
あ
げ
て

み

た
い
。
旅
の
歌
は
、
前
述
の
東
国
下
向
歌
群
の
前
後
に
題
詠
歌
が
五
首
ず
つ

配

さ
れ
、
そ
の
後
「
旅
歌
の
中
に
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
詞
書
の
歌
三
首
、
次

に
「
あ
づ
ま
の
み
ち
に
て
よ
み
け
る
歌
の
な
か
に
」
と
い
う
詞
書
の
八
首
と

「
こ
れ
も
お
な
じ
あ
づ
ま
の
道
に
て
よ
み
侍
り
け
る
歌
の
中
に
」
と
い
う
詞
書

一
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の
一
四
首
が
、
「
熱
田
社
に
て
」
と
い
う
詞
書
の
一
首
を
挟
ん
で
収
め
ら
れ
て
い

る
。
東
国
下
向
歌
群
の
後
の
題
詠
歌
五
首
は
、
一
五
四
一
を
除
い
て
題
に
季
節

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
五
四
一
の
題
は
「
旅
泊
月
」
で
、
前
後
の
一
五
四
〇

は
「
夏
旅
を
」
一
五
四
二
は
「
旅
山
秋
雁
」
と
い
う
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
和

歌
内
容
に
季
節
性
は
読
み
取
れ
な
い
も
の
の
、
一
五
四
一
は
秋
の
歌
と
解
し
て

よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
国
下
向
歌
群
前
の
題
詠
歌
に
は
季
節
性
が
な

い

こ
と
か
ら
、
二
分
割
し
て
収
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
あ

づ
ま
の
み
ち
に
て
よ
み
け
る
歌
の
な
か
に
」
の
詞
書
の
歌
群
の
歌
は
、
旅
寝
を

は

か

な
い
と
歌
っ
た
り
、
都
を
思
い
出
す
と
述
べ
た
り
、
自
分
を
「
さ
す
ら
ふ

る
身
」
と
表
現
し
た
り
す
る
な
ど
、
消
極
的
な
、
あ
る
い
は
負
の
心
情
を
詠
む

歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
の
歌
の
末
尾
一
五
六
九
は
「
あ
づ
ま
へ
く

だ

る
と
て
、
あ
を
は
か
の
宿
に
て
あ
そ
び
て
侍
り
け
る
塊
橘
、
の
ぼ
る
と
て
た

つ
ね
け
れ
ば
、
身
ま
か
り
け
る
よ
し
申
す
を
き
き
て
」
と
い
う
詞
書
で
、
旅
の

歌
と
そ
の
次
に
配
さ
れ
た
述
懐
歌
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
「
こ
れ
も
お
な
じ
あ
づ
ま
の
道
に
て
よ
み
侍
り
け
る
歌
の
中
に
」
の
詞

書
の
歌
群
の
歌
に
は
共
通
性
が
見
い
だ
せ
ず
、
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
た
歌
は
都

か

ら
東
国
へ
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
五
六
三
だ
け
は
逆
行
す
る
な
ど
、

歌
順
の
法
則
性
も
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
「
熱
田
社
に
て
」
の
詞
書
の
歌
も
旅
の

途
次
で
の
詠
で
あ
ろ
う
が
、
な
ぜ
こ
の
一
首
だ
け
前
後
の
歌
群
の
歌
と
別
扱
い

な
の
か
不
思
議
に
思
わ
れ
る
。

　
配
列
方
法
が
明
確
な
の
は
、
哀
傷
と
祝
の
歌
で
あ
る
。
哀
傷
は
、
①
寂
蓮
が

死
去

し
た
頃
の
藤
原
定
家
と
の
贈
答
歌
、
②
承
元
一
二
年
七
月
七
日
壱
岐
前
司
親

重
の

泉
に
行
っ
た
際
に
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
歌
二
首
、
③
建
暦
二

年
（
一
二
一
二
）
七
月
六
日
筆
築
の
師
で
あ
っ
た
季
遠
の
追
善
供
養
に
行
っ
た

際
の
歌
、
④
承
久
元
年
七
月
七
日
か
ら
九
月
二
七
日
ま
で
の
、
＝
二
歳
の
女
子

の
病
と
死
に
関
す
る
歌
群
二
八
首
か
ら
成
る
。
①
の
み
年
月
が
詞
書
に
記
さ
れ

て

い

な
い
が
、
寂
蓮
は
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
七
月
＝
二
日
か
ら
二
〇
日
の

間
に
没
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
ま
も
な
く
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
哀
傷
歌
は
詠
作
順
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
筆
築
の
師
で

あ
っ
た
季
遠
と
は
、
安
倍
季
遠
で
あ
ろ
う
。
京
都
方
楽
人
安
倍
家
の
祖
と
言
わ

れ

る
季
政
の
男
で
、
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
に
生
ま
れ
、
こ
の
歌
が
詠
ま
れ

る
前
年
の
建
暦
元
年
九
月
二
七
日
に
七
六
歳
で
没
し
て
い
る
。
哀
傷
歌
の
大
半

を
占
め
る
の
が
④
で
あ
る
。
詞
書
に
よ
る
と
、
こ
の
女
子
と
は
中
将
忠
嗣
室
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
次
の
祝
の
歌
は
、
定
家
と
の
贈
答
七
組
か
ら
成
る
。
な
お
、
祝
を
一
六
三
九

ま
で
と
し
た
が
、
一
六
四
〇
は
「
社
頭
祝
君
」
と
い
う
題
で
、
祝
と
次
の
神
祇

の

両
方
に
部
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
一
五
六
九
同
様
、
二
つ
の
小
部

立
の

つ

な
ぎ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
祝
の
歌
は
、
冒
頭
の
建

暦
二
年
の
豊
の
御
喫
の
翌
日
の
贈
答
以
外
は
、
雅
経
ま
た
は
定
家
本
人
あ
る
い

は
そ
れ
ぞ
れ
の
子
息
に
ま
つ
わ
る
贈
答
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑤
定
家
の
嫡
男

為
家
が
加
階
し
た
際
の
歌
、
⑥
雅
経
の
嫡
男
教
雅
を
「
あ
り
き
ぞ
め
」
に
定
家

邸
へ
遣
わ
し
た
際
の
歌
、
⑦
定
家
が
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
侍
従
に
任

じ
ら
れ
た
際
の
歌
、
⑧
雅
経
が
右
兵
衛
督
に
任
じ
ら
れ
た
際
の
歌
、
⑨
定
家
が

正
三
位

に
叙
せ
ら
れ
た
際
の
歌
、
⑩
教
雅
が
少
将
に
任
じ
ら
れ
た
際
の
歌
で
あ

る
。
こ
の
六
組
は
い
ず
れ
も
詞
書
に
詠
作
年
月
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
祝

わ
れ
た
で
き
ご
と
が
生
じ
た
の
は
、
⑤
が
建
永
元
年
（
二
一
〇
六
）
正
月
一
七

日
、
⑦
が
建
暦
元
年
九
月
八
日
、
⑧
が
建
保
四
年
三
月
二
八
日
、
⑨
が
建
保
四

年
一
二
月
一
四
日
で
、
こ
の
四
組
は
哀
傷
歌
と
同
じ
く
詠
作
順
に
収
め
ら
れ
て

い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
⑥
と
⑩
の
教
雅
に
関
わ
る
贈
答
も
同
様

に
詠
作
順
に
配
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
注
三
）
。

　

こ
こ
で
雅
経
の
子
女
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
と
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
り
男

子
三
名
、
女
子
二
名
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
男
子
が
⑥
と
⑩
に
見
え
る
教

一
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雅
の

ほ
か
教
定
・
教
経
、
女
子
が
④
に
見
え
る
中
将
忠
嗣
室
の
ほ
か
義
景
室
で

あ
る
。
嫡
男
教
雅
は
、
生
年
未
詳
、
寛
喜
元
年
（
＝
一
三
〇
）
三
月
一
四
日
没
。

正

四
位
下
左
少
将
に
至
る
。
母
は
大
江
広
元
女
。
次
男
教
定
は
、
承
元
四
年
－

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
四
月
八
日
、
五
七
歳
。
正
三
位
左
兵
衛
督
に
至
る
。

母

は
教
雅
と
同
じ
く
大
江
広
元
女
。
教
定
男
の
雅
有
は
、
『
明
日
香
井
集
』
撰
者

で

あ
る
。
三
男
教
経
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。
忠
嗣
室
は
、
詞
書
に
承

久
元
年
に
一
三
歳
で
没
し
た
と
あ
る
の
で
、
逆
算
す
る
と
承
元
元
年
の
生
ま
れ

と
い
う
こ
と
に
な
り
次
男
教
定
は
弟
で
あ
る
。
忠
嗣
と
い
う
名
の
人
物
は
多
い

が
、
雅
経
女
の
年
齢
か
ら
考
え
て
、
大
炊
御
門
師
経
（
安
元
元
年
三
一
七
五
」

1
正
嘉
三
年
三
二
五
九
」
）
男
（
左
中
将
、
正
四
位
下
）
か
、
師
経
弟
家
宗
男

（中
将
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
忠
継
室
と

な
っ
て
お
り
、
年
代
的
に
可
能
性
の
あ
る
忠
継
と
い
う
名
の
人
物
は
二
人
見
い

だ
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
経
歴
が
合
わ
ず
該
当
し
な
い
。
も
う
一
人
の
女
子
の
夫

で
あ
る
義
景
は
、
安
達
義
景
で
あ
る
。
景
盛
男
で
、
従
五
位
上
秋
田
城
介
と
な

る
。
承
元
四
年
に
生
ま
れ
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に
四
四
歳
で
没
し
て
い

る
。
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
で
あ
る
。
そ
の
妻
で
あ
る
雅
経
女
も
鎌
倉
に
住

ん

だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
雅
経
は
、
一
時
期
鎌
倉
に
在
住
し
、
帰
京
後
も
後
述
す

る
よ
う
に
何
度
か
鎌
倉
へ
下
向
し
て
い
る
。
ま
た
、
妻
は
幕
府
の
重
臣
大
江
広

元
女
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
…
鎌
倉
と
の
関
係
の
深
さ
に
よ
り
、
女
子
の
一
人
を

御
家
人
に
嫁
が
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
義
景
と
雅
経
女
と
の
間
に
は
、
顕
盛
・
長

景
・
時
景
の
三
人
の
男
子
が
い
る
。
う
ち
、
顕
盛
は
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）

に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
義
景
は
三
六
歳
で
、
雅
経
女
以
外
に
も
妻
が
お

り
、
顕
盛
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
六
男
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
お
そ

ら
く
雅
経
女
は
義
景
よ
り
若
い
と
考
え
ら
れ
、
義
景
と
教
定
は
同
い
年
な
の

で
、
雅
経
女
は
教
定
の
妹
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
て
、
生
年
未
詳
と
し
た
嫡
男
教

雅
で

あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
も
し
も
⑤
～
⑩
が
す
べ
て
詠
作
順
に
配
さ
れ
て

い

る
と
す
る
と
、
出
生
時
期
は
ひ
と
ま
ず
⑤
と
⑦
の
間
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
⑥
に
見
え
る
「
あ
り
き
ぞ
め
」
二
行
始
」
と
も
い
う
）
が
生
後

五
〇

日
以
内
に
行
わ
れ
、
⑤
が
建
永
元
年
正
月
一
七
日
な
の
で
、
上
限
は
前
年

元

久
二
年
（
一
二
〇
五
）
＝
月
、
ま
た
次
男
教
定
が
承
元
四
年
に
生
ま
れ
て

お
り
二
人
は
同
母
な
の
で
下
限
は
承
元
三
年
、
こ
の
四
年
余
り
の
間
に
生
ま
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
注
四
）
。
す
る
と
、
二
二
歳
か
ら
二

六
歳
の

若
さ
で
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
雅
経
は
、
鎌
倉
在
住
中
に
広
元
女

と
結
婚
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
結
婚
か
ら
長
子
誕
生
ま
で
一
〇
年
程
度
を

経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
考
え
る
と
、
⑩
に
見
え
る
教
雅
の
少
将
任
官

は
、
建
保
四
年
＝
一
月
一
四
日
以
降
雅
経
が
没
す
る
承
久
三
年
三
月
＝
日
ま

で
の

四
年
余
り
の
間
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
る
と
、
教
雅
八
歳
～

一
七
歳
の
間
の
こ
と
と
な
る
。

　
な
お
、
『
源
家
長
日
記
』
に
は
、
⑤
と
同
時
期
の
二
組
の
贈
答
歌
が
見
え
る
。

一
組
は
、
定
家
が
為
家
の
加
階
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
定
家
と
家
長

と
の
贈
答
で
、
そ
の
後
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
組

は
、
雅
経
が
同
年
正
月
六
日
に
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
際
の
、
家
長
と
雅
経

と
の
贈
答
で
（
歌
番
号
一
四
四
・
一
四
五
）
、
こ
れ
は
『
明
日
香
井
集
』
に
見
ら

れ
な
い
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
部
類
歌
が
部
分
的
に
は
基
準
が
不
明
確
な
箇
所
も
見
ら
れ

る
も
の
の
概
ね
規
則
正
し
く
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
違
和
感
を

覚
え
る
の
が
末
尾
の
八
首
で
あ
る
。
内
訳
は
、
一
六
六
五
が
夏
、
一
六
六
六
～

一
六
六

九
の
四
首
が
秋
、
一
六
七
〇
が
冬
、
一
六
七
一
が
雑
、
一
六
七
二
（
『
続

古
今
集
』
一
八
七
七
）
が
「
建
保
六
年
八
月
十
三
日
中
殿
宴
に
、
池
月
久
明
と

い

へ
る
こ
と
を
」
と
い
う
詞
書
を
持
つ
歌
で
あ
る
。
一
六
七
二
に
つ
い
て
は
以

前
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
注
五
）
、
『
明
日
香
井
集
』
一
二
八
四
は
、
こ
の

会
の
時
の
作
と
詞
書
に
記
さ
れ
て
い
る
、
別
の
歌
で
あ
る
。
歌
会
お
よ
び
『
続

一
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古
今
集
』
の
本
文
に
よ
り
、
一
六
七
二
が
出
詠
歌
と
判
明
す
る
。
あ
く
ま
で
も

推
測
で
あ
る
が
、
一
二
八
四
は
、
何
首
か
詠
ん
だ
う
ち
不
採
用
と
し
た
作
を
、

誤
っ
て
入
集
さ
せ
て
し
ま
っ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
六

七

二

は
、
歌
会
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
何
者
か
が
こ
こ
に

置
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
に
他
の
七
首
も
、
家
集
に
見
い
だ
せ
な

い
歌
を
増
補
し
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
　
詠
作
時
期
の
判
明
す
る
歌

　
本
稿
で
扱
う
歌
三
入
○
首
は
題
詠
の
方
が
多
く
、
そ
の
多
く
は
歌
題
の
み
が

記

さ
れ
て
い
て
詠
作
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
雅
経
自
身
が
主
催
し
た
場
合
に
は

詞
書
に
「
家
会
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
歌
題
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
歌

は
、
他
の
誰
か
が
催
し
た
場
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
詠

作
時
期
が
知
ら
れ
る
歌
も
二
二
四
首
（
そ
の
う
ち
雅
経
歌
は
一
一
七
首
）
見
ら

れ

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
、
雅
経
の
和
歌
活
動
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
て

み
た
い
。

　
下

巻
後
半
部
分
で
詠
作
時
期
の
判
明
す
る
歌
は
、
雅
経
三
〇
歳
の
正
治
元
年

か

ら
死
去
す
る
前
年
の
承
久
二
年
ま
で
の
二
二
年
に
わ
た
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
以
下
、
詠
作
順
に
詞
書
（
『
源
家
長
日
記
』
お
よ
び
『
革
勾
要
略
集
』

裏
書
所
載
歌
は
、
抜
粋
ま
た
は
詠
歌
状
況
の
要
約
）
と
歌
番
号
を
示
し
、
下
巻

後
半
部
分
以
外
か
ら
知
ら
れ
る
雅
経
が
参
加
し
た
主
な
和
歌
行
事
等
を
＊
を
付

し
て
示
す
。
贈
答
歌
の
場
合
、
相
手
の
歌
の
番
号
も
示
し
、
雅
経
歌
の
番
号
に

傍
線
を
付
す
。

＊

『鳥
羽
百
首
』
　
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
五
月
。
私
的
な
百
首
で
、
現

在
知

ら
れ
る
雅
経
の
最
初
の
作
品
。
現
存
す
る
の
は
九
三
首
。
『
明
日

ア＊イ＊＊＊＊ウ工

香
井
集
』
一
～
九
三
。

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
三
月
一
七
日
　
　
「
正
治
元
年
三
月
十
七
日
、

大
内
南
殿
花
御
覧
の
た
め
に
御
幸
あ
り
け
る
御
と
も
に
、
右
少
弁
範
光

さ
ぶ
ら
ひ
け
る
が
、
花
枝
に
つ
け
て
申
し
お
く
り
け
る
」
（
一
三
一
一
・

一
三
一
二
）
藤
原
範
光
は
、
刑
部
卿
範
兼
の
男
。
久
寿
二
年
（
一
一
五

五
）
1
建
暦
三
年
四
月
五
日
、
五
九
歳
。
従
二
位
民
部
卿
兼
春
宮
権
大

夫
。
『
正
治
初
度
百
首
』
・
『
正
治
後
度
百
首
』
両
方
の
作
者
で
あ
る
。

『新
宮
歌
合
』
　
正
治
二
年
入
月
一
日
に
行
わ
れ
た
。
出
詠
が
確
認
で

き
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
と
雅
経
の
み
。
催
行
日
時
が
知
ら
れ
る
中
で

は
、
雅
経
が
参
加
し
た
最
も
早
い
和
歌
行
事
。
『
明
日
香
井
集
』
一
〇
二

三

～
一
〇
二
五
。

正
治
二
年
九
月
九
日
　
二
位
殿
（
藤
原
重
子
）
の
出
産
を
待
ち
遠
し
く

思
う
後
鳥
羽
院
と
の
贈
答
（
『
源
家
長
日
記
』
四
・
五
）
。

『正
治
後
度
百
首
』
　
正
治
二
年
一
〇
月
以
降
一
二
月
ま
で
の
問
に
詠

作
。
　
雅
経
が
参
加
し
た
最
初
の
大
規
模
な
和
歌
行
事
。

『老
若
五
十
首
歌
合
』
　
建
仁
元
年
（
＝
一
〇
一
）
二
月
一
六
日
・
一
八

日
。『千
五
百
番
歌
合
』
　
同
年
六
月
に
詠
進
か
。

同
年
七
月
二
七
日
和
歌
所
寄
人
に
、
＝
月
三
日
『
新
古
今
集
』
撰
者

に
任
じ
ら
れ
る
。

建
仁
二
年
七
月
一
三
日
～
二
〇
日
以
後
ま
も
な
く
　
　
「
入
道
寂
蓮
身
ま

か
り
て
侍
り
し
こ
ろ
、
定
家
朝
臣
の
も
と
よ
り
」
（
一
五
九
三
・
一
五
九

四
）
第
一
節
の
①
参
照
。

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
五
月
二
〇
日
　
「
元
久
元
年
五
月
廿
日
、
院

よ
り
御
歌
を
春
日
社
へ
ま
ゐ
ら
せ
ら
れ
け
る
御
使
に
ま
ゐ
り
て
、
そ
の

裏
紙
に
御
使
の
位
署
年
号
な
ど
か
き
つ
け
て
、
そ
ば
に
わ
た
く
し
の
歌

一
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を
一
首
か
き
そ
へ
侍
り
け
る
」
（
一
六
四
二
）
　
和
歌
は
、
『
明
日
香
井

集
』
で
唯
一
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
後
鳥
羽
院
の

歌
と
思
わ
れ
る
も
の
を
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

元
久
元
年
七
月
ま
で
　
　
『
源
家
長
日
記
』
三
八
。
後
鳥
羽
院
に
長
柄
の

橋
柱
の
木
切
れ
を
献
上
し
た
際
の
歌
。
こ
れ
が
い
つ
の
こ
と
で
あ
る
か

は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
木
切
れ
で
作
っ
た
文
台
が
元
久
元
年
七
月
の

歌
会
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『新
古
今
集
』
克
宴
　
元
久
二
年
三
月
二
六
日
。

『元
久
詩
歌
合
』
　
同
年
六
月
一
五
日
。

『春
日
社
百
首
』
　
同
年
一
二
月
三
日
に
宝
前
で
披
講
し
た
、
私
的
な

百
首
（
注
六
）
。
和
歌
内
容
に
よ
り
、
四
位
に
叙
せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て

詠
ん
だ
作
と
推
測
さ
れ
、
次
の
「
カ
」
に
よ
り
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
明
日
香
井
集
』
五
二
八
～
六
二
八
（
末
尾
に
長
歌

一
首
と
反
歌
一
首
が
あ
る
た
め
か
、
一
〇
一
首
か
ら
成
る
）
。

建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
正
月
六
日
以
後
ま
も
な
く
　
　
「
少
将
雅
経

も
、
四
位
許
さ
れ
て
、
少
将
も
と
ど
ま
り
た
り
し
か
ば
、
申
し
遣
は
す
。
」

（『源
家
長
日
記
』
一
四
四
・
一
四
五
）
。
雅
経
が
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た

の

は
、
前
述
の
通
り
建
永
元
年
正
月
六
日
で
、
同
一
三
日
に
は
右
少
将

か

ら
左
少
将
に
転
じ
て
い
る
。

同
年
正
月
一
七
日
以
後
ま
も
な
く
　
　
「
治
部
卿
定
家
子
息
為
家
元
服
し

て

の

ち
、
ほ
ど
な
く
従
上
の
加
階
し
た
る
よ
ろ
こ
び
に
申
し
つ
か
は
し

侍
り
け
る
」
（
一
六
二
八
・
一
六
二
九
）
第
一
節
の
⑤
参
照
。

同
年
正
月
～
建
暦
元
年
九
月
？
　
　
「
子
息
教
雅
を
あ
り
き
ぞ
め
に
同
人

の

も
と
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
に
、
手
本
を
引
出
物
に
し
て
、
そ
の
つ

つ
み

紙

に
」
（
一
六
一
二
〇
・
一
六
三
一
）
第
一
節
の
⑥
参
照
。

ケ＊コサ

同
年
～
承
元
四
年
の
八
月
　
　
「
八
月
十
日
あ
ま
り
の
こ
ろ
、
兼
季
中
将

信
能
少
将
な
ど
と
も
な
ひ
て
、
鴨
禰
宜
祐
綱
が
河
崎
の
泉
へ
ま
か
り
て

侍
り
け
れ
ば
、
も
と
よ
り
人
々
の
あ
そ
ぶ
景
気
の
し
け
れ
ば
、
に
げ
帰

り
て
祐
綱
が
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る
」
（
一
三
六
二
・
二
二
六
三
）
藤

原
兼
季
は
親
忠
男
。
治
承
三
年
（
＝
七
九
）
生
、
没
年
は
未
詳
で
あ

る
が
、
寛
元
元
年
五
月
に
出
家
し
て
い
る
。
藤
原
信
能
は
、
保
能
男
。

生
年
未
詳
－
承
久
三
年
七
月
。
兼
季
が
中
将
で
あ
っ
た
の
が
建
永
元
年

正
月
一
三
日
～
建
保
六
年
正
月
五
日
、
信
能
が
少
将
で
あ
っ
た
の
が
元

久
二
年
四
月
二
〇
日
～
建
暦
元
年
正
月
一
八
日
な
の
で
、
こ
の
両
方
を

満
た
す
八
月
は
建
永
元
年
～
承
元
四
年
の
五
年
間
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
祐
綱
は
祐
兼
男
。
生
没
年
等
は
未
詳
で
あ
る
。
な
お
、
祐
兼
は
、

後
鳥
羽
院
が
鴨
長
明
を
河
合
社
の
禰
宜
に
補
任
し
よ
う
と
し
た
際
に
そ

れ

を
妨
げ
た
人
物
で
あ
る
。

『最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』
　
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
六
月
頃
詠
進

か
。承

元
二
年
二
月
二
一
二
日
　
水
無
瀬
殿
の
蹴
鞠
の
会
で
二
〇
三
〇
回
の
鞠

数
を
上
げ
た
こ
と
を
後
鳥
羽
院
か
ら
知
ら
さ
れ
て
奉
っ
た
歌
（
『
革
勾

要
略
集
』
裏
書
三
五
1
3
）
（
注
七
）
。

承
元
三
年
七
月
七
日
　
「
承
元
三
年
七
月
七
日
、
六
波
羅
の
壱
岐
前
司

親
重
が
泉
へ
ま
か
り
て
侍
り
し
に
、
む
か
し
こ
の
所
に
て
あ
そ
び
し
事

な
ど
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
あ
は
れ
に
侍
り
し
か
ば
、
障
子
上
の
小
壁

に
か
き
つ
け
け
る
」
（
一
五
九
五
・
一
五
九
六
）
　
こ
の
壱
岐
前
司
親
重

は
未
詳
。
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
は
、
藤
原
親
有
男
か
、
源
高
重
男

で
あ
ろ
う
か
。
『
新
古
今
集
』
に
も
入
集
し
て
い
る
勝
命
は
俗
名
藤
原
親

重
で

あ
る
が
、
天
永
三
年
（
＝
一
二
）
生
ま
れ
な
の
で
、
別
人
で
あ

ろ
う
。

一
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シスセソタ

同
年
八
月
十
五
夜
　
　
「
承
元
三
年
八
月
十
五
夜
家
会
に
」
（
一
三
四
九
～

一
三
五
五
）

承
元

四
年
三
月
ご
ろ
　
「
承
元
四
年
三
月
こ
ろ
、
花
山
院
の
は
な
み
に

ま
か
り
て
侍
り
け
る
に
、
を
り
ふ
し
あ
め
ふ
り
て
、
催
興
し
余
亭
主
南

庭
の
か

た
へ
い
で
て
、
歌
よ
み
な
ど
せ
ら
れ
け
る
に
」
（
二
二
一
四
）

花
山
院
は
藤
原
忠
経
。
左
大
臣
兼
雅
男
。
承
安
三
年
（
＝
七
三
）
1

寛
喜
元
年
八
月
五
日
、
五
七
歳
。
正
二
位
右
大
臣
に
至
る
。

同
年
三
月
二
〇
日
　
　
「
同
月
廿
日
、
あ
ま
た
人
々
と
も
な
ひ
て
南
殿
の

花
見
に
ま
ゐ
り
た
り
け
る
に
、
土
御
門
中
納
三
口
定
通
、
同
中
将
通
方
朝

臣
な
ど
女
房
五
六
人
あ
ひ
ぐ
し
て
、
さ
き
よ
り
ま
ゐ
り
て
侍
り
け
る

が
、
中
納
言
の
も
と
よ
り
」
（
二
二
一
五
・
一
三
一
六
・
一
三
一
七
）

源
定
通
は
内
大
臣
通
親
男
。
文
治
四
年
－
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
、
六

〇

歳
。
正
二
位
内
大
臣
に
至
る
。
源
通
方
も
通
親
男
。
文
治
五
年
－
暦

仁
元
年
（
一
；
二
八
）
、
五
〇
歳
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。

同
年
一
〇
月
　
「
承
元
四
年
新
。
コ
維
祭
の
次
に
、
社
頭
残
菊
と
い
ふ
こ
と

を
よ
み
侍
り
け
る
に
」
（
一
六
四
一
）
　
『
新
羅
社
二
首
歌
会
』
の
作
の
う

ち
の
一
首
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
拙
稿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
（
注
八
）
。

建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
～
承
久
二
年
の
五
月
五
日
　
「
五
月
五
日
、

本
院
へ
ま
ゐ
り
て
、
女
房
越
前
を
た
つ
ね
て
対
面
し
て
、
や
や
ひ
さ
し

く
あ
り
て
い
で
け
る
に
、
忠
信
卿
春
宮
権
亮
の
扇
を
と
り
て
硯
を
め
し

て

た
び
た
れ
ば
、
か
き
つ
け
侍
る
」
（
一
六
四
四
・
一
六
四
五
）
　
「
本

院
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
御
門
院
が
退
位
し
た
承
元
四
年
＝
月
以

降
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
五
月
五
日
な
の
で
翌
建
暦
元
年
以
降
、
雅

経
が
没
す
る
の
が
承
久
三
年
三
月
＝
日
な
の
で
そ
の
前
年
の
五
月
五

日
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
越
前
は
、
大
中
臣
公
親
女
。
始
め
後
鳥

チツ＊テトナ

羽

院
の
生
母
七
条
院
殖
子
に
仕
え
、
そ
の
後
後
鳥
羽
院
皇
女
の
嘉
陽
門

院
に
仕
え
た
。
生
没
年
未
詳
。
忠
信
は
坊
門
信
清
男
、
源
実
朝
の
御
台

所
の
兄
。
文
治
三
年
生
、
没
年
未
詳
。
た
だ
し
、
両
者
と
も
雅
経
よ
り

も
没
年
は
遅
い
。
「
春
宮
権
亮
」
が
誰
を
さ
す
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
元

久
元
年
三
月
六
日
に
任
じ
ら
れ
た
藤
原
頼
平
（
頼
実
男
）
、
建
保
六
年

＝
月
二
六
日
に
任
じ
ら
れ
た
源
通
平
（
通
光
男
）
、
翌
承
久
元
年
＝

月
一
三
日
に
任
じ
ら
れ
た
藤
原
高
実
（
良
平
男
）
の
三
人
が
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
コ
扇
を
と
り
て
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
忠
信
よ
り
七
歳
年

長
の
頼
平
よ
り
も
、
他
の
二
人
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
可
能
性
が
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
通
平
で
あ
れ
ば
承
久
元
年
の
こ
と
と
な
り
通
平
は

一
七
歳
、
高
実
で
あ
れ
ば
承
久
二
年
の
こ
と
と
な
り
高
実
は
一
〇
歳
で

あ
る
。

同
年
九
月
　
　
「
同
人
三
位
に
叙
し
て
、
一
た
び
に
侍
従
を
か
け
た
り
け

る
に
つ
か
は
し
け
る
」
（
一
六
三
二
・
一
六
三
三
）
　
定
家
と
の
贈
答
。

第
一
節
の
⑦
参
照
。

建
暦
二
年
　
　
「
建
暦
二
年
の
こ
ろ
よ
み
侍
り
け
る
歌
の
中
に
」
（
一
二
九

九
～
一
三
〇
一
）
　
春
部
冒
頭
「
湖
上
立
春
」
題
の
三
首
。

同
　
　
「
建
暦
二
年
の
家
会
に
、
沢
蛍
火
を
」
（
二
三
一
二
）

『内
裏
詩
歌
合
』
　
同
年
五
月
＝
日
。
確
認
で
き
る
中
で
最
初
の
、
雅

経
が
参
加
し
た
順
徳
天
皇
主
催
の
和
歌
行
事
。

同
年
七
月
六
日
　
「
建
暦
二
年
七
月
六
日
、
隼
築
の
師
に
て
侍
り
け
る

季
遠
が
た
め
に
、
追
善
し
け
る
所
へ
ま
か
り
む
か
ひ
て
、
ふ
け
て
か
へ

る
と
て
心
の
う
ち
に
お
も
ひ
つ
づ
け
侍
り
け
る
」
（
一
五
九
七
）
　
第
一

節
の
③
参
照
。

同
年
一
〇
月
二
九
日
　
「
建
暦
二
年
、
と
よ
の
み
そ
ぎ
ふ
た
た
び
と
げ

お
こ
な
は
れ
し
つ
ぎ
の
ひ
、
治
部
卿
定
家
の
も
と
へ
申
し
お
く
り
侍
り

一
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け
る
」
（
一
六
二
六
・
一
六
二
七
）
　
豊
の
御
喫
が
再
び
行
わ
れ
た
と

は
、
前
年
の
御
喫
直
後
に
順
徳
天
皇
の
准
母
春
華
門
院
が
崩
御
し
た
た

め

に
大
嘗
会
が
延
期
さ
れ
、
建
暦
二
年
一
〇
月
二
八
日
に
再
度
行
わ
れ

た
こ
と
を
言
う
。

建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
　
「
建
保
元
年
の
こ
ろ
、
霞
中
余
寒
と
云
ふ
こ

と
を
」
（
二
二
〇
二
）

『内
裏
歌
合
』
　
同
年
八
月
七
日
・
九
月
一
三
日
・
閏
九
月
一
九
日
。

建
保
二
年
三
月
二
〇
日
頃
　
　
「
建
保
二
年
三
月
廿
日
比
、
や
へ
ざ
く
ら

の

枝

に
鞠
を
つ
け
て
内
裏
へ
ま
ゐ
ら
せ
け
る
に
、
そ
へ
て
侍
り
け
る
」

（
一
三

二
二
・

一
三
二
三
）
　
順
徳
天
皇
と
の
贈
答
。

『百
日
歌
合
』
　
同
年
七
月
二
五
日
詠
作
開
始
。
『
明
日
香
井
集
』
六
二

九

～
七
二
七
。
歌
合
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
者
の
出
詠
は
確
認
で
き

ず
、
私
的
な
百
首
（
現
存
す
る
の
は
九
九
首
）
と
考
え
ら
れ
る
。
述
懐

歌
が
四
割
強
を
占
め
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
「
ハ
」
に
見
え
る
「
述

懐
百
首
」
が
こ
れ
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
（
注

九
）
。『内
裏
秋
十
五
首
歌
合
』
　
同
年
八
月
一
六
日
。

建
保
三
年
正
月
一
四
日
　
　
「
建
保
三
年
正
月
十
四
日
、
賀
茂
社
へ
ま
う

で
け
る
に
、
月
は
く
ま
な
く
て
雪
う
ち
ち
り
け
れ
ば
」
（
一
六
四
三
）

『院
四
十
五
番
歌
合
』
　
同
年
六
月
二
日
。

同
年
九
月
～
十
月
　
第
一
節
で
記
し
た
東
国
下
向
歌
群
。
歌
群
は
「
御

つ
か
ひ

に
か
ま
く
ら
へ
く
だ
る
よ
し
、
高
弁
上
人
の
も
と
へ
申
し
つ
か

は
し
侍
り
け
る
つ
い
で
に
」
（
一
四
八
五
）
で
始
ま
る
が
、
こ
の
贈
答
は

相
手
の
家
集
『
明
恵
上
人
歌
集
』
に
も
見
ら
れ
る
（
歌
番
号
七
三
・
七

四
）
。
い
ず
れ
の
家
集
で
も
こ
の
贈
答
の
日
付
は
記
さ
れ
な
い
が
、
『
明

日
香
井
集
』
の
次
の
贈
答
「
九
月
廿
九
日
、
侍
従
宰
相
定
家
卿
の
も
と

ハ　＊ヒ＊フへホ＊＊

へ
申
し
お
く
り
け
る
」
の
直
前
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
御
つ
か
ひ
」

は
、
歌
群
末
尾
の
贈
答
に
よ
り
、
順
徳
天
皇
の
使
い
で
あ
っ
た
と
知
ら

れ

る
。
一
四
九
〇
の
詞
書
は
「
十
月
一
日
、
賀
茂
社
へ
ま
ゐ
ら
せ
け
る

三
首
に
、
太
田
新
社
」
で
、
こ
の
後
ほ
ど
な
く
都
を
発
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
次
に
日
付
が
記
さ
れ
る
の
は
、
歌
群
末
尾
、
鎌
倉
到
着
後
の
雅
経

歌
へ
の
順
徳
天
皇
の
返
歌
（
一
五
三
七
）
の
詞
書
「
辰
筆
の
御
返
歌
、

十
月
廿
七
日
た
ま
は
り
て
侍
り
け
る
」
で
あ
る
。

『建
保
四
年
院
百
首
』
　
二
月
頃
ま
で
に
詠
進
し
た
か
。

同
年
三
月
　
　
「
近
衛
司
に
て
と
し
た
け
ぬ
る
よ
し
、
述
懐
百
首
に
お
ほ

く
よ
み
て
、
ほ
ど
な
く
右
兵
衛
督
に
な
り
て
侍
り
し
あ
し
た
に
、
同
人

の
も
と
よ
り
」
（
一
六
三
四
・
一
六
三
五
）
　
定
家
と
の
贈
答
。
第
一
節

の

⑧
参
照
。

『内
裏
百
番
歌
合
』
　
同
年
閏
六
月
九
日
。

同
年
一
〇
月
　
　
「
建
保
四
年
十
月
歌
合
し
侍
り
け
る
に
、
初
冬
」
（
＝
二

九
一
）
　
歌
合
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
歌
は
他
に
見
い
だ
せ
な
い
。

同
年
一
二
月
一
四
日
　
「
同
人
、
祖
父
中
納
言
の
春
日
行
幸
の
賞
を
つ

の

り
て
、
正
三
位
し
た
る
朝
に
つ
か
は
し
け
る
」
（
一
六
三
六
・
一
六

三
七
）
　
定
家
と
の
贈
答
。
第
一
節
の
⑨
参
照
。

同
年
一
二
月
一
四
日
以
降
か
　
　
「
教
雅
、
少
将
に
な
り
て
侍
り
し
時
、

同
人
の
も
と
よ
り
よ
ろ
こ
び
つ
か
は
す
と
て
」
（
一
六
三
八
・
一
六
三

九
）
　
定
家
と
の
贈
答
。
第
一
節
の
⑩
参
照
。

『右
大
臣
家
歌
合
』
　
建
保
五
年
九
月
。
九
条
道
家
主
催
。

建
保
六
年
八
月
＝
二
日
　
「
建
保
六
年
八
月
十
三
日
中
殿
宴
に
、
池
月

久
明
と
い
へ
る
こ
と
を
」
（
一
六
七
二
）

『道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
　
建
保
六
年
頃
下
命
、
承
久
二
年
ま
で
に

詠
進
か
。

一
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マ
、
、
、

＊

承
久
元
年
七
月
七
日
～
九
月
二
七
日
　
第
一
節
の
④
に
示
し
た
、
女
子

の

病
と
死
に
関
す
る
歌
群
で
あ
る
。
「
承
久
元
年
六
月
の
比
よ
り
、
女
子

中
将
忠
嗣
朝
臣
室
歳
＋
三
わ
づ
ら
ふ
事
あ
り
け
る
に
、
七
月
七
日
か
ち
の
葉

に
か
き
つ
け
け
る
」
（
一
五
九
八
）
と
い
う
詞
書
の
一
首
か
ら
こ
の
歌
群

は
始
ま
る
。
次
に
「
九
日
、
つ
ひ
に
か
く
れ
侍
り
に
け
れ
ば
、
そ
の
比

あ
ま
た
の
歌
よ
み
け
る
中
に
」
と
し
て
二
〇
首
が
並
び
、
「
八
月
廿
七

日
、
こ
の
仏
事
の
捧
物
に
唐
綾
を
も
ち
て
か
め
を
つ
く
り
て
、
前
栽
の

花
を
を
り
て
た
て
て
、
一
首
を
む
す
び
つ
け
け
る
」
（
一
六
一
九
）
、
「
九

月
十
五
夜
、
亡
者
の
小
手
箱
を
布
施
に
し
け
る
に
、
な
か
に
よ
み
て
入

れ
け
る
」
（
一
六
二
〇
）
、
「
廿
一
日
、
お
び
ぬ
ぎ
侍
る
と
て
」
（
一
六
二

一
）
、
「
廿
七
日
、
中
将
忠
嗣
朝
臣
の
造
紙
箱
を
お
く
り
つ
か
は
す
と
て
、

敷
の
う
ら
に
書
き
つ
け
け
る
」
と
い
う
詞
書
の
忠
嗣
の
歌
二
首
と
雅
経

の

返
歌
二
首
（
一
六
二
二
～
一
六
二
五
）
で
こ
の
歌
群
は
終
わ
る
。

承
久
二
年
七
月
一
七
日
　
「
承
久
二
年
七
月
十
七
日
影
供
三
首
に
、
古

径
萩
を
」
（
一
三
四
二
）
・
「
承
久
二
年
七
月
十
七
日
影
供
三
首
に
、
暁
初

雁
を
」
（
二
二
七
五
）
・
「
承
久
二
年
七
月
十
七
日
影
供
三
首
に
、
寄
荻
恋

を
」
（
一
四
四
六
）
　
こ
の
歌
会
の
他
の
歌
人
の
作
は
知
ら
れ
な
い
。

『春

日
社
歌
合
』
　
承
久
三
年
三
月
七
日
。
雅
経
が
没
す
る
四
日
前
に

行
わ
れ
た
。
順
徳
天
皇
主
催
。
『
明
日
香
井
集
』
二
一
九
四
～
＝
一
九

六
。

　
以
上
の

ア
～
ミ
が
、
本
稿
で
扱
う
中
で
、
詠
歌
時
期
の
知
ら
れ
る
歌
の
す
べ

て

で
あ
る
。
雅
経
が
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
の
活
動
を
開
始
す
る
の
は
正
治
二
年
で

あ
る
が
、
そ
の
前
年
の
作
も
、
わ
ず
か
一
首
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

後
鳥
羽
院
と
の
現
存
す
る
唯
一
の
贈
答
歌
が
正
治
二
年
と
い
う
早
い
時
期
の
も

の

で
あ
る
上
、
院
の
妃
の
出
産
に
関
す
る
歌
で
あ
り
、
既
に
院
と
雅
経
と
が
近

し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
て
興
味
深
い
。
院
と
の
関
わ
り
で
詠
ま
れ
た

歌
は
こ
の
ほ
か
「
エ
」
・
「
オ
」
・
「
コ
」
に
も
見
ら
れ
る
。
建
暦
二
年
か
ら
は
順

徳
天
皇
歌
壇
の
活
動
が
開
始
さ
れ
、
雅
経
も
中
心
的
な
存
在
で
は
な
い
な
が
ら

参
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
順
徳
天
皇
と
の
贈
答
歌
も
見
ら

れ

る
よ
う
に
な
る
（
「
ヌ
」
・
「
ノ
」
）
。
ま
た
、
『
春
日
社
百
首
』
と
「
カ
」
、
『
百

日
歌
合
』
と
「
ハ
」
の
よ
う
に
、
合
わ
せ
読
む
こ
と
に
よ
り
、
詠
歌
状
況
を
よ

り
明
確
に
理
解
で
き
る
例
も
あ
る
。
そ
の
後
、
雅
経
が
没
す
る
承
久
三
年
三
月

の
約
半
年
前
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の
詠
作
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
贈
答
歌

　
前
節
ま
で
と
重
複
す
る
歌
も
多
い
が
、
次
に
贈
答
歌
を
整
理
し
た
い
。
『
源
家

長

日
記
』
に
見
ら
れ
る
二
組
を
含
め
、
；
二
組
の
贈
答
歌
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で

き
る
。
こ
の
う
ち
、
贈
答
の
相
手
が
不
明
な
の
は
二
組
で
、
雅
経
歌
は
い
ず

れ

も
代
作
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
贈
答
歌
が
残
っ
て
い
る
相
手
は
定
家
で
、
九

組
存
す
る
。
順
徳
天
皇
と
藤
原
清
範
の
二
組
が
こ
れ
に
続
き
、
後
鳥
羽
院
・
藤

原
範
光
・
源
定
通
と
源
具
親
・
鴨
祐
綱
・
明
恵
・
忠
嗣
（
二
首
ず
つ
）
・
坊
門
忠

信
・
源
家
長
が
各
一
組
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
順
に
見
て
行
き
た
い
。

　

A　
藤
原
定
家

　
第
一
節
に
記
し
た
寂
蓮
が
没
し
た
際
の
贈
答
（
①
）
と
、
祝
の
七
組
、
お
よ

び
東
国
下
向
歌
群
冒
頭
の
明
恵
と
の
贈
答
に
続
く
贈
答
歌
（
第
二
節
の
「
ノ
」
）

の

計
九
組
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
の
八
組
は
定
家
の
家
集
『
拾
遺
愚
草
』
に
も
収

め
ら
れ
て
い
る
が
、
東
国
下
向
歌
群
中
の
一
組
の
み
見
ら
れ
な
い
。

　

B
順
徳
天
皇

　
第
二
節
「
ヌ
」
と
「
ノ
」
の
末
尾
の
歌
で
、
い
ず
れ
も
『
紫
禁
集
』
に
も
見

一
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カ

え
る
（
歌
番
号
三
三
六
・
三
三
七
と
六
一
三
・
六
一
四
）
。

　

C
藤
原
清
範

　

「
な
く
べ
き
こ
ろ
よ
り
も
と
く
郭
公
を
き
き
て
、
清
範
が
も
と
へ
そ
の
よ
し

申
し
つ
か
は
し
た
る
返
事
に
」
（
＝
二
二
八
）
と
そ
れ
へ
の
雅
経
の
返
歌
（
一
三

二
九
）
、
お
よ
び
「
嵯
峨
の
卿
二
品
の
第
へ
御
幸
な
り
て
、
し
ば
ら
く
御
所
に
て

あ
り
け
る
に
、
清
範
が
御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
に
、
小
袖
つ
か
は
す
と
て
」

（
二
二
九
九
）
と
清
範
の
返
歌
（
一
四
〇
〇
）
の
二
組
が
見
ら
れ
る
。
清
範
は
、

範
光
男
。
従
五
位
上
内
蔵
頭
に
至
る
。
嵯
峨
の
卿
二
品
（
藤
原
兼
子
）
第
へ
御

幸
が
あ
っ
た
際
の
歌
は
『
明
日
香
井
集
』
に
も
う
一
首
見
ら
れ
る
。
建
保
四
年

の
詠
で
、
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
に
同
じ
時
の
院
の
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
歌
番

号
一
七
四
二
）
。

　
　
　
　
嵯
峨
卿
二
品
の
第
へ
御
幸
あ
り
て
、
庚
申
に
当
座
御
会
侍
り
け
る
に

　
　
　
　
同
年
十
月
十
一
日

　
　
　
　

山
家
落
葉

　
　
や

ど
ち
か
き
や
ま
は
あ
ら
し
の
ふ
く
度
に

　
　
　

こ
の
は
の
お
と
も
な
ほ
し
ぐ
れ
つ
つ
（
一
二
六
二
）

武

藤
康
史
氏
は
「
年
月
無
記
な
が
ら
［
1
3
9
9
1
1
4
0
0
］
も
あ
る
い
は

こ
の
と
き
の
作
か
（
詞
書
よ
り
推
定
）
」
（
注
一
〇
）
と
さ
れ
る
。

　

D
　
後
鳥
羽
院

　
第
二
節
「
イ
」
参
照
。

　

E
　
藤
原
範
光

　
第
二
節
「
ア
」
参
照
。

　

F
　
源
定
通
・
源
具
親

　
第
二
節
「
セ
」
に
示
し
た
定
通
歌
と
雅
経
の
返
歌
、
お
よ
び
、
誘
っ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
具
親
の
歌
の
三
首
で
一
連
の
作
で
あ
る
。
具
親
は
、

師
光
男
。
生
没
年
未
詳
。
従
四
位
下
左
少
将
に
至
る
。
宮
内
卿
の
兄
。

G
　
鴨
祐
綱

第
二
節
「
ケ
」
参
照
。

H
明
恵

第
二
節
「
ノ
」
参
照
。

1
　
忠
嗣

第
一
節
④
お
よ
び
第
二
節
「
マ
」
参
照
。

J
坊
門
忠
信

第
二
節
「
タ
」
参
照
。

K
　
源
家
長

第
二
節
「
カ
」
参
照
。

　

こ
の
ほ
か
、
相
手
が
不
明
な
二
組
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
つ
く
り
た
る

う
そ
を
あ
ま
た
木
の
枝
に
す
ゑ
て
、
人
の
も
と
へ
つ
か
は
す
と
て
、
人
に
か
は

り
て
」
（
一
五
八
九
）
と
そ
の
返
歌
（
一
五
九
〇
）
、
お
よ
び
「
び
は
を
人
に
つ

か

は
す
と
て
、
又
ひ
と
に
か
は
る
」
（
一
五
九
一
）
と
そ
の
返
歌
（
一
五
九
二
）

で
、
い
ず
れ
も
物
を
人
に
贈
る
際
の
歌
で
代
作
で
あ
る
が
、
他
の
歌
集
に
見
い

だ
せ
ず
、
誰
の
代
作
で
あ
る
の
か
も
誰
に
贈
っ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
二
組
を
、
第
一
節
で
は
雑
の
部
の
小
部
立
中
の
述
懐
に
含
め
た
。
歌

数
が
少

な
い
た
め
に
便
宜
上
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
述
懐
歌
と
は
言
い
難

く
、
雑
の
中
の
雑
と
で
も
言
う
べ
き
か
。

　
以
上
の

；
二
組
、
相
手
の
歌
を
含
め
四
七
首
の
贈
答
歌
か
ら
、
雅
経
の
日
常

生
活
や
交
流
関
係
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
特
に
定
家
と
は
、
贈
答

の

回
数
も
多
く
、
子
息
の
「
あ
り
き
ぞ
め
」
の
行
き
先
に
定
家
宅
を
選
ん
で
い

る
な
ど
、
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
鳥
羽
院
と
の
贈
答
歌

は
『
明
日
香
井
集
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
藤
原
秀
能
な
ど
、
雅
経
と
親
し
か
っ

た
人
物
は
こ
の
ほ
か
に
も
お
り
、
散
逸
し
た
贈
答
歌
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で

一
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は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
　
そ
の
他

　

こ
こ
ま
で
に
示
し
た
ほ
か
に
、
詠
作
時
期
等
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、

を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
の
で
き
る
作
が
見
ら
れ
る
の
で
整
理
し
た
い
。

状
況

　
i
　
　
「
九
月
十
三
夜
に
す
ず
か
の
関
に
と
ま
り
て
よ
め
る
」
（
一
三
六
六
）

雅
経
は
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
四
度
東
国
へ
下
向
し
て
い
る
。
最
初
は
、
前
述

の

よ
う
に
文
治
五
年
に
父
頼
経
が
伊
豆
に
流
さ
れ
た
後
に
下
向
、
建
久
八
年
二

月
に
帰
京
し
た
。
二
度
目
は
建
仁
元
年
二
月
～
三
月
、
三
度
目
は
建
暦
元
年
九

月
二
五
日
以
降
出
立
、
一
〇
月
二
二
日
ま
で
に
帰
京
、
四
度
目
は
東
国
下
向
歌

群
が
詠
ま
れ
た
建
保
三
年
で
あ
る
。
こ
の
四
度
の
中
で
、
九
月
十
三
夜
に
鈴
鹿

に
い
た
と
考
え
て
矛
盾
し
な
い
の
は
最
初
に
鎌
倉
へ
下
っ
た
際
の
み
で
あ
る

が
、
現
在
知
ら
れ
る
雅
経
の
詠
歌
は
最
も
早
い
も
の
で
建
久
九
年
で
あ
る
こ

と
、
自
分
の
将
来
を
思
い
描
け
な
い
中
で
の
旅
で
和
歌
を
詠
む
よ
う
な
気
分
に

は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ

の
旅
以
外
の
機
会
に
詠
ま
れ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
四

度
の
ほ
か
に
も
雅
経
は
東
国
へ
下
っ
て
い
て
そ
の
旅
で
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
亘
　
　
「
雪
の
う
ち
に
法
勝
寺
へ
ま
ゐ
り
て
よ
め
る
」
（
一
四
一
六
）
　
法
勝
寺

は
現
在
の
京
都
市
左
京
区
に
あ
っ
た
寺
。
白
河
院
の
御
願
寺
。

　
…
m
　
「
あ
づ
ま
へ
く
だ
る
と
て
、
あ
を
は
か
の
宿
に
て
あ
そ
び
て
侍
り
け
る

俺
偏
、
の
ぼ
る
と
て
た
つ
ね
け
れ
ば
、
身
ま
か
り
け
る
よ
し
申
す
を
き
き
て
」

（
一
五
六
九
）

　

W　
　
「
貴
布
禰
社
に
ま
う
で
た
り
し
に
、
奥
御
前
に
て
奄
室
の
あ
り
け
る
に

立
入
り
て
み
け
れ
ば
、
深
山
の
景
気
余
興
つ
き
が
た
く
お
ぼ
え
て
、
障
子
に
か

き
つ
け
け
る
」
（
一
六
四
六
）

　

v
　

「法
印
慶
範
が
房
に
舎
利
供
養
し
侍
り
け
る
次
に
、
人
々
歌
よ
み
て
つ

か

は
し
侍
り
け
る
に
、
紅
葉
を
」
（
一
六
六
一
）
　
慶
範
と
い
う
名
の
人
物
は

『国
書
人
名
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
に
三
人
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
天
台
宗

の

僧
で
、
久
寿
二
年
（
＝
五
五
）
に
生
ま
れ
、
承
久
三
年
＝
月
一
日
六
七

歳
で
没
し
た
、
民
部
卿
平
親
範
男
の
慶
範
が
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、

れ
る
。

雅
経
自
身
が
歌
会
・
歌
合
を
催
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
例
か
ら
知
ら

　
．
W
　
「
家
会
に
、
月
前
花
を
」
（
一
三
一
九
）

　

W　
「
建
暦
二
年
の
家
会
に
、
沢
蛍
火
を
」
（
二
三
二
こ

　
前
　

「承
元
三
年
八
月
十
五
夜
家
会
に
」
　
浦
辺
月
（
一
三
四
九
）
・
河
上
月

（
二
二
五
〇
）
・
深
山
月
（
一
三
五
一
）
・
関
路
月
（
二
二
五
二
）
・
田
家
月
二

三

五

三
）
・
竹
中
月
（
一
三
五
四
）
・
閑
庭
月
（
＝
二
五
五
）
の
七
首
が
こ
の
時

の

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

k　
「
家
会
に
、
毎
夜
明
月
」
（
一
三
六
四
）
次
の
歌
も
「
月
照
亡
屋
」
と

い
う
「
月
」
を
含
む
四
字
題
な
の
で
、
同
じ
時
の
作
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
か
。

　

x　

「家
会
に
、
月
前
談
往
事
」
（
＝
二
六
七
）

　
．
氾
　
「
建
保
四
年
十
月
歌
合
し
侍
り
け
る
に
、
初
冬
」
（
＝
二
九
こ

以
上
の

六

例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
他
の
歌
集
に
は
見
ら
れ
ず

（
二
二
九
一
は
『
明
日
香
井
集
』
内
で
重
出
し
て
い
る
）
、
詞
書
か
ら
得
ら
れ
る

以
上
の
情
報
の
あ
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
他
の
歌
人
で
参
加
が
確
認
で
き
る

（11）
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人
も

い
な

い
　O

の

問
題
と
と
も
に
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。

ま
と
め

　
以

上
、
『
明
日
香
井
集
』
下
巻
後
半
部
分
お
よ
び
『
源
家
長
日
記
』
・
『
革
勾

要
略
集
』
裏
書
に
見
え
る
雅
経
歌
等
三
八
〇
首
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
点
か

ら
整
理
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
部
分
は
四
季
・
恋
・
雑
に
部
類
さ
れ
て

い

る
が
、
雑
は
さ
ら
に
細
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
内
の
和
歌
の
配

列
に
も
一
定
の
規
則
性
が
あ
っ
て
、
概
ね
整
然
と
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
嫡
男
教
雅
の
生
年
等
の
推
定
を
も
試
み
た
。

　
詠
作
時
期
が
判
明
す
る
歌
も
一
三
四
首
見
ら
れ
、
雅
経
が
鎌
倉
か
ら
帰
京
し

た
約
一
年
後
か
ら
、
没
す
る
約
半
年
前
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の
作
が
存
す
る
。
二

三

組
の
贈
答
歌
も
、
藤
原
清
範
と
の
二
組
と
相
手
不
明
の
二
組
を
除
い
て
詠
作

時
期
が
知
ら
れ
、
計
一
二
人
と
の
交
流
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
雅
経

自
身
が
歌
会
・
歌
合
を
行
っ
た
こ
と
も
詞
書
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

　
下
巻
後
半
部
分
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
の
は
、
東
国
下
向
歌

群
五
三

首
と
、
女
子
の
病
と
死
に
関
わ
る
歌
群
二
八
首
で
、
雅
経
に
と
っ
て
旅

と
、
当
然
で
は
あ
ろ
う
が
我
が
子
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
我
が
子
を
思
う
気
持
ち
は
、
定
家
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
息
に
関
わ
る
計
三

組
の

贈
答
歌
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
東
国
下
向
歌
群
が
詠
ま
れ
た
の
は
任
務
に
よ

る
旅
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
現
在
知
ら
れ
る
中
で
の
三
度
目
の
東
国
下
向

は
、
鴨
長
明
を
伴
っ
て
の
も
の
で
お
そ
ら
く
私
的
な
旅
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
、
女
子
の
一
人
を
幕
府
の
御
家
人
に
嫁
が
せ
て
お
り
、
雅
経
に
と
つ

て

東
国
と
の
か
か
わ
り
は
、
終
生
公
私
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
和
歌
の
内
容
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
。
重
出
歌

一二三四
注

五

引
用
は
、
和
歌
は
本
文
・
歌
番
号
と
も
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、

『
源
家
長
日
記
』
の
和
歌
以
外
の
部
分
は
『
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評

釈
集
成
』
第
三
巻
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
『
源
家
長
日
記
』
は
藤

田
一
尊
氏
執
筆
）
に
よ
る
。

「
『明
日
香
井
集
』
「
東
国
下
向
歌
群
」
（
仮
称
）
考
」
（
『
日
本
文
芸
思
潮

史
論
叢
』
大
野
順
一
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
、
二
〇
〇
一

年
）
。こ
の
贈
答
は
す
べ
て
『
拾
遺
愚
草
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
間
に
詠

作
時
期
不
明
の
四
首
と
、
逆
順
と
な
る
藤
原
家
隆
と
の
贈
答
歌
一
組
も

含
む
が
、
雅
経
と
の
贈
答
歌
は
す
べ
て
、
『
明
日
香
井
集
』
と
同
じ
歌
順

で
あ
る
。

教
雅
の

出
生
に
つ
い
て
、
久
曾
神
昇
氏
は
『
崇
徳
天
皇
御
本
古
今
和
歌

集
』
（
文
明
社
、
一
九
四
〇
年
、
四
六
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、
「
長
男
教

雅
の

出
生
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
あ
り
き
ぞ
め
』
を
し
た
の
が
建
永
元
年

正
月
乃
至
建
暦
元
年
九
月
で
あ
る
こ
と
（
明
日
香
井
集
、
拾
遺
愚
草
）
、

又
教
雅
が
少
将
に
な
つ
た
の
は
建
保
六
年
乃
至
承
久
二
年
の
三
年
程
の

間
で
あ
り
、
そ
の
時
父
雅
経
の
任
少
将
の
年
齢
三
十
二
歳
、
弟
教
定
の

任
少
将
の
二
十
六
歳
よ
り
考
へ
て
、
二
十
歳
位
に
は
な
つ
て
ゐ
た
ら
う

と
思
は
れ
る
の
で
、
仮
に
承
久
元
年
二
十
一
歳
と
す
れ
ば
正
治
元
年
出

生
と
な
る
の
で
あ
り
、
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
義
景
室
と
教
定

に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。

「建
永
元
年
か
ら
承
久
三
年
の
飛
鳥
井
雅
経
詠
－
参
加
歌
会
・
歌
合
の

整
理
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
十
集
、

（12）



『明日香井集』下巻部類歌

⊥ノ＼七九入○

二
〇

〇

九
年
）
。

拙
稿

「飛
鳥
井
雅
経
の
『
春
日
社
百
首
』
詠
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
大

学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
六
集
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

『革
勾
要
略
集
』
裏
書
は
、
渡
辺
融
氏
・
桑
山
浩
然
氏
『
蹴
鞠
の
研
究

　
公
家
鞠
の
成
立
』
（
一
九
九
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に
よ
る
。

注
五
に
同
じ
。

「飛
鳥
井
雅
経
の
『
百
日
歌
合
』
詠
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期

大
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
七
集
、
二
〇
〇
六
年
）
。

「藤
原
雅
経
年
譜
」
（
『
一
二
田
国
文
』
第
二
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
。

一
（13）一
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キ
ー
ワ
ー
ド
　
飛
鳥
井
雅
経
　
　
『
明
日
香
井
集
』
　
　
部
類
歌
　
　
四
季
　
　
恋
　
　
雑


